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『日本型／世界に広がる
　超やさしい経営会計』

（税務経理協会刊／本体952円＋税）

一橋大学大学院教授 尾畑　裕

金児　昭著

本書のタイトルにある「経営会計」は，

Management Accountingを訳したもので，

管理会計のことである。学界や教育現場では，

管理会計という訳語が定着しているが，管理

会計というと経理部が現場を管理するという

意味に解される傾向があるので，「経営会計」

と訳すべきというのが従来からの金児氏の一

貫した主張である。本書のタイトルもその立

場にのっとり経営会計となっている。内容も

オリジナリティに富むもので通常の管理会計

のテキストの内容とはかなり異なっている。

本書は，金児氏の従来からの主張をいかに

初心者にわかりやすく伝えるかという点に腐

心して執筆された入門書である。入門書であ

るが金児氏の長年にわたる実務経験を凝集し

たものであるため，けっして扱っている内容

が簡単であるということではない。

本書を貫く考え方は，簿記の仕訳の背後に

ある行動のなかにこそ経営のすべてがあると

いう考え方である。これを金児氏は，「仕訳

の前に事業あり」と表現し，次のように述べ

る。「会社の収益・利益の向上をめざす実行

への経理・財務部の参画は，まず，仕訳業務

の前の段階で行われます。（中略）この段階で

は，販売をはじめ製造，技術等多くの人々が，

時には集中的に，時には長い時間をかけて，

事業の将来の成長をめざし努力しています。

経理・財務部は，このプロセス0の段階へ機

能（はたらき）・体験知識（empirical knowledge）

をもってバックアップの精神で参画します。」

（41ページ）

仕訳に「経営改善，収益・利益向上の解決

の糸口」があると考えるのが金児氏のいう「経

営簿記」であり，その核となっているのが，

金児氏の発案による「残増減残」という考え

方である。この考え方は，「科目の四マス」

として具体的・視覚的に展開される。「残増

減 残」 と は，Beginning Balance, Increase, 

Decrease, Ending Balanceであり，非常にシ

ンプルなとらえ方であるが，その増・減の部

分に仕訳以前の行動が表現されるとみており，

なかなか奥が深い。そして簿記の仕訳自体も，

この「残増減残」の考え方で説明されている。

本書は経営会計への入門書であるが，その

背後には，金児会計学の世界が存在している。

その本質的なところを理解しようとすれば，

相当な勉強が必要になろう。そして，その勉

強の教材として数多くの金児氏の著作がある

が，読者の日々の業務そのものがそのための

教材ともいえる。

本書には，経理・財務の実務に携わるひと

たちへの金児氏からの熱いメッセージがこめ

られている。 


